
日中関係進化への新しい試み

ISBN 4-931490-84-0

●発行元：日本僑報社（電話 048-432-7332　FAX048-432-7335　duan@duan.jp）　中国研究書店 http://duan.jp　　日本僑報電子週刊　好評配信中。購読無料、登録先はduan@duan.jp へどうぞ

氏
名
：

住
所
：   

〒

電
話
：

ｆ
ａ
ｘ
：

FAX 048-432-7335

 新書版　160頁

定価：本体 1400円+税

注
文
数

部

　　 2004 2004 2004 2004 2004 年年年年年 55555 月月月月月 66666 日発売日発売日発売日発売日発売

　日本僑報社が刊行した主な書籍
『日中「新思考」とは何か』
『中日関係に対する戦略的新思考』
『「対日新思考」論議の批判的検討』
『中国人特派員が書いた日本』
『永遠の隣人 --人民日報に見る日本人』
『日中相互理解とメディアの役割』
『日中ホンネで大討論！』
『中国人の見た日本』
『日本華僑華人社会の変遷』
『華僑社会の変貌とその将来』
『中国人の日本奮闘記』
『中国の１万２９６７人に聞きました。』
『私が出会った日本兵』
『つくる会の歴史教科書を斬る』
『新中国に貢献した日本人たち』

　
本
書
は
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
大

き
な
枠
組
の
中
、
日
中
両
国
民
の

相
互
理
解
と
交
流
を
十
分
に
深
め

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
情
的

な
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
視
点
か
ら
、
政
府
レ
ベ

ル
の
外
交
関
係
の
改
善
と
と
も

に
、
地
域
交
流
の
拡
大
と
住
民
同

士
の
相
互
理
解
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
り
、
よ
り
多
く
隣
の
国
の
こ

と
を
知
り
、
お
互
い
に
考
え
方
や

行
動
を
理
解
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
本
書
は
、
中
国
の
東
北
ア
ジ
ア

研
究
、
特
に
日
本
研
究
の
現
状
と

動
向
を
分
析
し
た
上
で
、
日
中
関

係
の
現
状
を
踏
ま
え
、
新
し
い
日

中
関
係
を
い
か
に
築
い
て
い
く
か

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
、
環

境
協
力
分
野
で
の
日
中
国
際
協
力

促
進
が
、
日
中
両
国
民
の
意
思
疎

通
、
相
互
理
解
に
も
っ
と
も
有
効

で
、
現
実
的
な
方
法
だ
と
提
案
し

た
。
ま
た
、
著
者
が
日
本
で
客
員

研
究
員
と
し
て
勤
め
て
い
た
過
去

の
一
年
間
に
、
日
本
の
政
治
、
外

交
、
経
済
な
ど
の
各
分
野
に
関
し

て
考
察
し
、
書
き
下
ろ
し
た
幾
つ

か
の
短
評
も
収
め
た
。

【
内
容
紹
介
】

【
内
容
紹
介
】

【
内
容
紹
介
】

【
内
容
紹
介
】

【
内
容
紹
介
】

著者略歴

発
刊
に
寄
せ
て

　（
財
）
と
っ
と
り
総
研
常
務
理
事
　
宮
谷
正
信

ま
え
が
き

　
◆
第
一
節
　
中
国
に
お
け
る
東
北
ア
ジ
ア
お
よ
び
日
本
研
究
の
流
れ

　
◆
第
二
節
　
東
北
ア
ジ
ア
及
び
日
本
研
究
の
特
徴
と
変
化

　
◆
第
三
節
　
日
本
研
究
の
新
し
い
動
向
：

　
　
　
　
　
　「
対
日
外
交
新
思
考
」
論
争
の
意
味

　
◆
第
一
節
　
環
境
保
全
と
社
会
経
済
発
展
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
必
要
性

　
◆
第
二
節
　
日
中
環
境
協
力
の
現
状
と
課
題

　
　
　
　
　
　
　
―
―
環
境
教
育
協
力
を
中
心
に

　
◆
第
三
節
　
国
際
環
境
協
力
と
地
方
自
治
体
の
役
割

　
◆
第
一
節
　『
地
域
間
交
流
が
外
交
を
変
え
る
』
を
読
む

　
◆
第
二
節
　
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
要
因
は
何
処
に
あ
る
か

　
◆
第
三
節
　「
イ
ラ
ク
の
遺
産
」
を
ど
う
見
る
べ
き
か

　
◆
第
四
節
　
八
月
六
日
広
島
の
夜

　
◆
第
一
節
　
問
題
の
提
出

　
◆
第
二
節
　
日
中
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
現
状

　
　
　
　
　
　
と
そ
の
要
因

　
◆
第
三
節
　
国
際
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
提
言

あ
と
が
き


